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(57)【要約】
【課題】既設谷板を取り外すことなく谷部を含む屋根を 
改修する。
【解決手段】谷部を含む既存屋根を、棟側差し込み部と 
被覆部と軒側折り返し部とが一体的に形成された改修用 
屋根材で改修する際に用いる谷カバーであって、棟側端 
部が軒棟方向に階段状に重ねられた既設屋根材間に挿入 
可能な一対の上面カバー片１１０と、一対の上面カバー 
片１１０の対向端縁１１２から下方に連接され、既設屋 
根材１００１の谷側端面を覆う一対の端面カバー片１２ 
０と、一対の端面カバー片１２０の下端縁１２２間に亘 
り、既設谷板１０１の表面に沿う谷板カバー片１３０と 
を含み、上面カバー片１１０と端面カバー片１２０と谷 
板カバー片１３０とが一体的に形成されている。
【選択図】図４

審査請求　未請求　請求項の数　9　　ＯＬ　（全17頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 薄 板 形 状 の 既 設 屋 根 材 が 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た ２ 以 上 の 屋 根 面 が 異 な る 方 向 に  
傾 斜 し て 連 接 さ れ 、 連 接 さ れ た 屋 根 面 の 既 設 屋 根 材 ど う し が 所 定 距 離 を 隔 て て 位 置 す る と  
と も に 連 接 箇 所 に お い て 既 設 谷 板 が 施 工 さ れ た 谷 部 を 含 む 既 存 屋 根 を 、 棟 側 差 し 込 み 部 と  
被 覆 部 と 軒 側 折 り 返 し 部 と が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 改 修 用 屋 根 材 で 改 修 す る 際 に 用 い る 谷 カ  
バ ー で あ っ て 、
　 棟 側 端 部 が 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 既 設 屋 根 材 間 に 挿 入 可 能 な 一 対 の 上 面 カ バ ー  
片 と 、
　 前 記 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 の 対 向 端 縁 か ら 下 方 に 連 接 さ れ 、 前 記 既 設 屋 根 材 の 谷 側 端 面 を  
覆 う 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 と 、
　 前 記 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 の 下 端 縁 間 に 亘 り 、 前 記 既 設 谷 板 の 表 面 に 沿 う 谷 板 カ バ ー 片 と  
を 含 み 、
　 前 記 上 面 カ バ ー 片 と 前 記 端 面 カ バ ー 片 と 前 記 谷 板 カ バ ー 片 と が 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る  
こ と を 特 徴 と す る 谷 カ バ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 谷 板 カ バ ー 片 が 、 既 設 谷 板 の 表 面 に 沿 う よ う に 前 記 端 面 カ バ ー 片 の 高 さ を 棟 側 か ら  
軒 側 に 向 け て 漸 次 高 く し て な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 谷 カ バ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 薄 板 形 状 の 既 設 屋 根 材 が 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た ２ 以 上 の 屋 根 面 が 異 な る 方 向 に  
傾 斜 し て 連 接 さ れ 、 連 接 さ れ た 屋 根 面 の 既 設 屋 根 材 ど う し が 所 定 距 離 を 隔 て て 位 置 す る と  
と も に 連 接 箇 所 に お い て 既 設 谷 板 が 施 工 さ れ た 谷 部 を 含 む 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 で あ っ て 、
　 棟 側 差 し 込 み 部 と 被 覆 部 と 軒 側 折 り 返 し 部 と が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 改 修 用 屋 根 材 と 、
　 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 と 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 と 谷 板 カ バ ー 片 と が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 谷 カ  
バ ー と を 含 み 、
　 前 記 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 の そ れ ぞ れ の 棟 側 端 部 が 、 各 屋 根 面 の 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね  
ら れ た 前 記 既 設 屋 根 材 間 に 挿 入 さ れ 、
　 前 記 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 の 対 向 端 縁 か ら 下 方 に 連 接 さ れ た 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 が 前 記 既  
設 屋 根 材 の 谷 側 端 面 を 覆 い 、
　 前 記 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 の 下 端 縁 間 に 亘 る 谷 板 カ バ ー 片 が 前 記 既 設 谷 板 の 表 面 に 沿 う よ  
う に 、 前 記 谷 カ バ ー が 設 け ら れ 、
　 前 記 被 覆 部 の 谷 側 端 部 が 前 記 上 面 カ バ ー 片 に 重 な る よ う に 、 前 記 棟 側 差 し 込 み 部 を 前 記  
既 設 屋 根 材 間 に 差 し 込 ん で 前 記 改 修 用 屋 根 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 既 存 屋  
根 の 改 修 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 谷 カ バ ー は 、 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 既 設 屋 根 材 毎 に 設 け ら れ 、
　 前 記 谷 カ バ ー は 、 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記  
載 の 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 軒 先 の 谷 カ バ ー は 、 既 設 谷 板 の 軒 側 端 面 を 覆 う よ う に 軒 側 端 部 を 下 方 に 折 り 曲 げ て い る  
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 薄 板 形 状 の 既 設 屋 根 材 が 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た ２ 以 上 の 屋 根 面 が 異 な る 方 向 に  
傾 斜 し て 連 接 さ れ 、 連 接 さ れ た 屋 根 面 の 既 設 屋 根 材 ど う し が 所 定 距 離 を 隔 て て 位 置 す る と  
と も に 連 接 箇 所 に お い て 既 設 谷 板 が 施 工 さ れ た 谷 部 を 含 む 既 存 屋 根 を 、 棟 側 差 し 込 み 部 と  
被 覆 部 と 軒 側 折 り 返 し 部 と が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 改 修 用 屋 根 材 、 お よ び 、 一 対 の 上 面 カ バ  
ー 片 と 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 と 谷 板 カ バ ー 片 と が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 谷 カ バ ー を 用 い て 改 修  
す る 施 工 方 法 で あ っ て 、
　 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 既 設 屋 根 材 毎 に 、 前 記 谷 カ バ ー ど う し を 軒 棟 方 向 に 階 段  
状 に 重 ね て 設 け る 谷 カ バ ー 設 置 ス テ ッ プ を 、 軒 側 か ら 棟 側 へ 向 け て 繰 り 返 し て 、 前 記 谷 部
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に お け る 軒 棟 方 向 の 全 長 に 亘 る 前 記 既 存 谷 板 に 前 記 谷 カ バ ー を 被 せ る 谷 部 改 修 ス テ ッ プ と  
、
　 前 記 谷 部 改 修 ス テ ッ プ の 後 、 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 既 設 屋 根 材 毎 に 、 前 記 改 修  
用 屋 根 材 ど う し を 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね て 、 前 記 谷 部 に 隣 接 す る 改 修 用 屋 根 材 が 前 記 谷  
カ バ ー の 上 面 カ バ ー 片 の 上 に 重 な る よ う に 設 け る 改 修 用 屋 根 材 設 置 ス テ ッ プ を 、 棟 側 か ら  
軒 側 へ 向 け て 繰 り 返 し て 、 前 記 屋 根 面 に お け る 軒 棟 方 向 の 全 長 に 亘 る 前 記 既 設 屋 根 材 に 前  
記 改 修 用 屋 根 材 を 被 せ る 屋 根 面 改 修 ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 谷 カ バ ー 設 置 ス テ ッ プ は 、 前 記 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 の そ れ ぞ れ の 棟 側 端 部 を 各 屋 根  
面 の 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 前 記 既 設 屋 根 材 間 に 挿 入 し て 、 前 記 一 対 の 上 面 カ バ ー  
片 の 対 向 端 縁 か ら 下 方 に 連 接 さ れ た 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 が 前 記 既 設 屋 根 材 の 谷 側 端 面 を 覆  
い 、 前 記 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 の 下 端 縁 間 に 亘 る 谷 板 カ バ ー 片 が 前 記 既 設 谷 板 の 表 面 に 沿 う  
よ う に 、 前 記 谷 カ バ ー を 設 け 、
　 前 記 改 修 用 屋 根 材 設 置 ス テ ッ プ は 、 前 記 被 覆 部 の 谷 側 端 部 が 前 記 上 面 カ バ ー 片 に 重 な る  
よ う に 、 前 記 棟 側 差 し 込 み 部 を 前 記 既 設 屋 根 材 間 に 差 し 込 ん で 前 記 改 修 用 屋 根 材 を 設 け る  
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 谷 カ バ ー 設 置 ス テ ッ プ は 、 前 記 谷 カ バ ー の 軒 側 端 部 の 一 部 を 切 断 し て 、 前 記 谷 カ バ  
ー を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 施 工 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 改 修 用 屋 根 材 設 置 ス テ ッ プ は 、 前 記 被 覆 部 の 谷 側 端 部 が 前 記 上 面 カ バ ー 片 に 重 な る  
よ う に 前 記 改 修 用 屋 根 材 を 斜 め に 切 断 し て 、 前 記 改 修 用 屋 根 材 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る  
、 請 求 項 ７ に 記 載 の 施 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ て 施 工 さ れ た 薄 板 形 状 の 既 設 屋 根 材 を 剥 が す こ  
と な く 覆 っ て 施 工 さ れ る 改 修 用 屋 根 材 を 用 い た 既 存 屋 根 の 改 修 技 術 に 関 し 、 特 に 、 既 存 屋  
根 が 谷 部 を 含 む 場 合 に お い て 、 谷 部 に お け る 雨 水 の 侵 入 を よ り 確 実 に 防 止 す る こ と が で き  
る た め に 良 好 な 施 工 性 を 備 え た 谷 カ バ ー 、 谷 カ バ ー を 用 い た 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 お よ び 施  
工 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 住 宅 等 の 建 築 物 の 屋 根 は 、 矩 形 薄 板 の 屋 根 材 が 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ て 施 工 さ れ  
る こ と が 多 い 。 こ の 場 合 に お け る 階 段 状 に 重 ね ら れ る と は 、 屋 根 勾 配 方 向 に お け る 下 側 （  
軒 側 ） に 配 置 さ れ た 屋 根 材 の 上 端 部 の 上 に 、 屋 根 勾 配 方 向 に お け る 上 側 （ 棟 側 ） に 配 置 さ  
れ た 屋 根 材 の 下 端 部 が 順 次 重 ね ら れ て 設 置 さ れ る こ と を 意 味 す る 。 こ の よ う に 屋 根 材 で 葺  
い た 屋 根 を 葺 き 替 え る に は 、 既 設 屋 根 材 （ ス レ ー ト 瓦 、 化 粧 ス レ ー ト 等 と 同 義 ） を 全 部 剥  
が し て 新 し い 屋 根 材 に 葺 き 替 え る こ と が 行 わ れ る が 、 こ れ で は 既 設 屋 根 材 を 剥 が す の に 手  
間 が か か る う え に 建 物 を 使 用 し な が ら 葺 き 替 え る こ と が 困 難 で あ っ た 。 こ の た め 、 既 設 屋  
根 材 の 表 面 に 改 装 用 （ 改 修 用 、 補 修 用 と 同 じ 意 味 で 以 下 に お い て 区 別 し な い ） 屋 根 材 を 取  
り 付 け て 、 既 設 屋 根 材 を 覆 う こ と に よ り 屋 根 の 葺 き 替 え （ こ の よ う な 葺 き 替 え 工 法 は カ バ  
ー 工 法 と も 呼 ば れ る ） を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 改 修 用 屋 根 材 を 用 い て 改 修 す る 屋 根 に は 、 切 妻 構 造 の 屋 根 ど う し が 互 い の 棟  
を 直 交 さ せ た 状 態 で 接 続 さ れ た 構 造 を 備 え る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 屋 根 は 、 棟 側 か ら 軒  
側 に 向 け て 地 上 か ら の 高 さ が 漸 次 低 く な る よ う に 傾 斜 し て お り 、 接 続 さ れ た 屋 根 ど う し は  
傾 斜 方 向 が 互 い に 異 な っ て い る と と も に 、 屋 根 ど う し の 境 界 部 分 に は 直 線 状 に 延 び る 谷 部  
が 形 成 さ れ て い る 。 特 開 ２ ０ ２ ０ － ２ ０ ０ ６ １ ５ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） は 、 こ の よ う な 谷  
部 を 含 む 既 存 平 板 ス レ ー ト 屋 根 を カ バ ー 工 法 に よ り 改 修 す る 補 修 構 造 を 開 示 す る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 補 修 構 造 は 、 棟 側 か ら 軒 側 に 向 け て 高 さ が 漸 次 低 く な る よ  
う に 傾 斜 し た 屋 根 に 対 し 、 傾 斜 方 向 が 異 な る 別 の 屋 根 が 接 続 さ れ て 一 つ の 屋 根 が 形 成 さ れ  
、 接 続 さ れ た 屋 根 ど う し の 境 界 部 に 直 線 状 に 延 び る 谷 部 が 形 成 さ れ た 屋 根 に お い て 、 複 数  
枚 の 平 板 状 の ス レ ー ト 瓦 が 軒 側 か ら 棟 側 に 向 け て 各 ス レ ー ト 瓦 の 端 部 の 一 部 を 面 合 せ で 重  
ね た 状 態 で 順 次 敷 設 さ れ 、 棟 側 の ス レ ー ト 瓦 は 、 そ の 軒 側 端 部 が 軒 側 の ス レ ー ト 瓦 の 棟 側  
端 部 の 上 に 重 ね ら れ て い る 平 板 ス レ ー ト 屋 根 の 補 修 構 造 で あ っ て 、 ス レ ー ト 瓦 の 上 に 面 合  
せ で 重 ね て 固 定 さ れ 、 ス レ ー ト 瓦 を 覆 う 補 修 板 と 、 前 記 谷 部 の 延 び る 方 向 に 交 差 す る 方 向  
の 両 側 で 対 向 す る 前 記 補 修 板 の 各 谷 側 端 を 覆 う よ う に 前 記 各 補 修 板 に 跨 っ て 前 記 谷 部 上 で  
前 記 谷 部 に 沿 っ て 被 せ ら れ る 矩 形 板 状 の 谷 板 と を 備 え 、 前 記 谷 板 は 、 そ の 軒 側 端 部 に 、 下  
面 側 で 棟 側 に 折 り 返 さ れ て ス レ ー ト 瓦 及 び 前 記 補 修 板 の 軒 側 端 部 を 包 み 込 む 矩 形 の 折 返 部  
が 形 成 さ れ て お り 、 ま た 、 棟 側 端 部 に 、 互 い に 重 ね ら れ た 棟 側 の ス レ ー ト 瓦 の 軒 側 端 部 と  
軒 側 の ス レ ー ト 瓦 の 棟 側 端 部 と の 隙 間 に 挿 入 し て 固 定 さ れ る よ う に 延 長 さ れ た 矩 形 の 延 長  
部 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 谷 板 の 折 返 部 又 は 前 記 延 長 部 の 先 端 側 で 対 向 す る 角 部 に は 、 ス  
レ ー ト 瓦 又 は 前 記 補 修 板 の 端 部 に 係 合 す る 係 合 片 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － ２ ０ ０ ６ １ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 補 修 構 造 は 、 谷 板 （ 補 修 用 谷 カ バ ー ） の 下 に 補  
修 板 （ 補 修 用 屋 根 材 ） が 施 工 さ れ て い る た め に 、 こ の 間 隙 か ら 雨 水 が 侵 入 す る 可 能 性 を 完  
全 に 排 除 す る こ と が 難 し い （ 良 好 な 施 工 性 を 実 現 す る こ と が 難 し い ） 。 ま た 、 特 許 文 献 １  
に 開 示 さ れ た 補 修 構 造 に 用 い ら れ る 谷 板 （ 補 修 用 谷 カ バ ー ） は 、 金 属 製 の 薄 板 を 切 断 加 工  
お よ び 折 り 曲 げ 加 工 さ れ て 形 成 さ れ る も の で あ る が 、 そ の 構 造 の 複 雑 さ か ら 製 造 コ ス ト が  
上 昇 す る 可 能 性 を 否 定 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 技 術 の 上 述 の 問 題 点 に 鑑 み て 開 発 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と  
こ ろ は 、 施 工 さ れ た 既 存 谷 板 も 既 設 屋 根 材 も 取 り 去 る （ 取 り 外 す ） こ と な く 、 谷 部 を 含 め  
た 屋 根 を 、 良 好 な 施 工 性 を 実 現 す る と と も に 、 コ ス ト 上 昇 を 回 避 し て 、 改 修 す る こ と の で  
き る 、 谷 カ バ ー 、 谷 カ バ ー を 用 い た 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 お よ び 施 工 方 法 を 提 供 す る こ と で  
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 改 修 構 造 は 以 下 の 技 術 的 手 段 を 講 じ て い る 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 の あ る 局 面 に 係 る 谷 カ バ ー は 、 薄 板 形 状 の 既 設 屋 根 材 が 軒 棟 方 向 に 階  
段 状 に 重 ね ら れ た ２ 以 上 の 屋 根 面 が 異 な る 方 向 に 傾 斜 し て 連 接 さ れ 、 連 接 さ れ た 屋 根 面 の  
既 設 屋 根 材 ど う し が 所 定 距 離 を 隔 て て 位 置 す る と と も に 連 接 箇 所 に お い て 既 設 谷 板 が 施 工  
さ れ た 谷 部 を 含 む 既 存 屋 根 を 、 棟 側 差 し 込 み 部 と 被 覆 部 と 軒 側 折 り 返 し 部 と が 一 体 的 に 形  
成 さ れ た 改 修 用 屋 根 材 で 改 修 す る 際 に 用 い る 谷 カ バ ー で あ っ て 、 棟 側 端 部 が 軒 棟 方 向 に 階  
段 状 に 重 ね ら れ た 既 設 屋 根 材 間 に 挿 入 可 能 な 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 と 、 前 記 一 対 の 上 面 カ バ  
ー 片 の 対 向 端 縁 か ら 下 方 に 連 接 さ れ 、 前 記 既 設 屋 根 材 の 谷 側 端 面 を 覆 う 一 対 の 端 面 カ バ ー  
片 と 、 前 記 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 の 下 端 縁 間 に 亘 り 、 前 記 既 設 谷 板 の 表 面 に 沿 う 谷 板 カ バ ー  
片 と を 含 み 、 前 記 上 面 カ バ ー 片 と 前 記 端 面 カ バ ー 片 と 前 記 谷 板 カ バ ー 片 と が 一 体 的 に 形 成  
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 谷 板 カ バ ー 片 が 、 既 設 谷 板 の 表 面 に 沿 う よ う に 前 記 端 面 カ バ ー 片 の 高  
さ を 棟 側 か ら 軒 側 に 向 け て 漸 次 高 く し て な る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
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　 ま た 、 本 発 明 の 別 の 局 面 に 係 る 改 修 構 造 は 、 薄 板 形 状 の 既 設 屋 根 材 が 軒 棟 方 向 に 階 段 状  
に 重 ね ら れ た ２ 以 上 の 屋 根 面 が 異 な る 方 向 に 傾 斜 し て 連 接 さ れ 、 連 接 さ れ た 屋 根 面 の 既 設  
屋 根 材 ど う し が 所 定 距 離 を 隔 て て 位 置 す る と と も に 連 接 箇 所 に お い て 既 設 谷 板 が 施 工 さ れ  
た 谷 部 を 含 む 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 で あ っ て 、 棟 側 差 し 込 み 部 と 被 覆 部 と 軒 側 折 り 返 し 部 と  
が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 改 修 用 屋 根 材 と 、 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 と 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 と 谷 板  
カ バ ー 片 と が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 谷 カ バ ー と を 含 み 、 前 記 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 の そ れ ぞ れ  
の 棟 側 端 部 が 、 各 屋 根 面 の 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 前 記 既 設 屋 根 材 間 に 挿 入 さ れ 、  
前 記 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 の 対 向 端 縁 か ら 下 方 に 連 接 さ れ た 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 が 前 記 既 設  
屋 根 材 の 谷 側 端 面 を 覆 い 、 前 記 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 の 下 端 縁 間 に 亘 る 谷 板 カ バ ー 片 が 前 記  
既 設 谷 板 の 表 面 に 沿 う よ う に 、 前 記 谷 カ バ ー が 設 け ら れ 、 前 記 被 覆 部 の 谷 側 端 部 が 前 記 上  
面 カ バ ー 片 に 重 な る よ う に 、 前 記 棟 側 差 し 込 み 部 を 前 記 既 設 屋 根 材 間 に 差 し 込 ん で 前 記 改  
修 用 屋 根 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 谷 カ バ ー は 、 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 既 設 屋 根 材 毎 に 設 け ら れ  
、 前 記 谷 カ バ ー は 、 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ て い る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 好 ま し く は 、 軒 先 の 谷 カ バ ー は 、 既 設 谷 板 の 軒 側 端 面 を 覆 う よ う に 軒 側 端 部 を 下  
方 に 折 り 曲 げ て い る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 局 面 に 係 る 施 工 方 法 は 、 薄 板 形 状 の 既 設 屋 根 材 が 軒 棟 方 向 に  
階 段 状 に 重 ね ら れ た ２ 以 上 の 屋 根 面 が 異 な る 方 向 に 傾 斜 し て 連 接 さ れ 、 連 接 さ れ た 屋 根 面  
の 既 設 屋 根 材 ど う し が 所 定 距 離 を 隔 て て 位 置 す る と と も に 連 接 箇 所 に お い て 既 設 谷 板 が 施  
工 さ れ た 谷 部 を 含 む 既 存 屋 根 を 、 棟 側 差 し 込 み 部 と 被 覆 部 と 軒 側 折 り 返 し 部 と が 一 体 的 に  
形 成 さ れ た 改 修 用 屋 根 材 、 お よ び 、 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 と 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 と 谷 板 カ バ  
ー 片 と が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 谷 カ バ ー を 用 い て 改 修 す る 施 工 方 法 で あ っ て 、 軒 棟 方 向 に 階  
段 状 に 重 ね ら れ た 既 設 屋 根 材 毎 に 、 前 記 谷 カ バ ー ど う し を 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね て 設 け  
る 谷 カ バ ー 設 置 ス テ ッ プ を 、 軒 側 か ら 棟 側 へ 向 け て 繰 り 返 し て 、 前 記 谷 部 に お け る 軒 棟 方  
向 の 全 長 に 亘 る 前 記 既 存 谷 板 に 前 記 谷 カ バ ー を 被 せ る 谷 部 改 修 ス テ ッ プ と 、 前 記 谷 部 改 修  
ス テ ッ プ の 後 、 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 既 設 屋 根 材 毎 に 、 前 記 改 修 用 屋 根 材 ど う し  
を 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね て 、 前 記 谷 部 に 隣 接 す る 改 修 用 屋 根 材 が 前 記 谷 カ バ ー の 上 面 カ  
バ ー 片 の 上 に 重 な る よ う に 設 け る 改 修 用 屋 根 材 設 置 ス テ ッ プ を 、 棟 側 か ら 軒 側 へ 向 け て 繰  
り 返 し て 、 前 記 屋 根 面 に お け る 軒 棟 方 向 の 全 長 に 亘 る 前 記 既 設 屋 根 材 に 前 記 改 修 用 屋 根 材  
を 被 せ る 屋 根 面 改 修 ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 谷 カ バ ー 設 置 ス テ ッ プ は 、 前 記 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 の そ れ ぞ れ の 棟 側
端 部 を 各 屋 根 面 の 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 前 記 既 設 屋 根 材 間 に 挿 入 し て 、 前 記 一 対  
の 上 面 カ バ ー 片 の 対 向 端 縁 か ら 下 方 に 連 接 さ れ た 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 が 前 記 既 設 屋 根 材 の  
谷 側 端 面 を 覆 い 、 前 記 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 の 下 端 縁 間 に 亘 る 谷 板 カ バ ー 片 が 前 記 既 設 谷 板  
の 表 面 に 沿 う よ う に 、 前 記 谷 カ バ ー を 設 け 、 前 記 改 修 用 屋 根 材 設 置 ス テ ッ プ は 、 前 記 被 覆  
部 の 谷 側 端 部 が 前 記 上 面 カ バ ー 片 に 重 な る よ う に 、 前 記 棟 側 差 し 込 み 部 を 前 記 既 設 屋 根 材  
間 に 差 し 込 ん で 前 記 改 修 用 屋 根 材 を 設 け る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 前 記 谷 カ バ ー 設 置 ス テ ッ プ は 、 前 記 谷 カ バ ー の 軒 側 端 部 の 一 部 を 切  
断 し て 、 前 記 谷 カ バ ー を 設 け る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 好 ま し く は 、 前 記 改 修 用 屋 根 材 設 置 ス テ ッ プ は 、 前 記 被 覆 部 の 谷 側 端 部 が 前 記 上  
面 カ バ ー 片 に 重 な る よ う に 前 記 改 修 用 屋 根 材 を 斜 め に 切 断 し て 、 前 記 改 修 用 屋 根 材 を 設 け  
る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 施 工 さ れ た 既 存 谷 板 も 既 設 屋 根 材 も 取 り 去 る （ 取 り 外 す ） こ と な く 、  
谷 部 を 含 め た 屋 根 を 、 良 好 な 施 工 性 を 実 現 す る と と も に 、 コ ス ト 上 昇 を 回 避 し て 、 改 修 す  
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る こ と の で き る 、 谷 カ バ ー 、 谷 カ バ ー を 用 い た 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 お よ び 施 工 方 法 を 提 供  
す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 改 修 構 造 が 適 用 さ れ る 屋 根 の 改 修 箇 所 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る （ 改 修 用 ） 谷 カ バ ー １ ０ ０ を 用 い て 改 修 施 工 中 の 屋 根 の 斜 視 図 で あ  
る 。
【 図 ３ 】 谷 カ バ ー １ ０ ０ お よ び 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 用 い た 改 修 施 工 後 の 屋 根 の 斜 視 図  
で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 す 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ に 示 す 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ に 示 す 改 修 施 工 後 の 谷 部 を 軒 棟 方 向 （ 軒 側 か ら 棟 側 を 見 た 方 向 ） の 断 面 図 で  
あ る 。
【 図 ７ 】 図 ２ に 示 す 改 修 施 工 中 の 谷 部 に つ い て の 、 （ Ａ ） 軒 棟 方 向 に 垂 直 な 方 向 の 断 面 図  
、 （ Ｂ ） 図 ７ （ Ａ ） に お け る 矢 示 ７ Ｂ 断 面 図 、 （ Ｃ ） 図 ７ （ Ａ ） に お け る 矢 示 ７ Ｃ 断 面 図  
、 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 を 実 現 す る た め の 施 工 方 法 を 説 明 す る た め の 図  
（ そ の １ ） で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 を 実 現 す る た め の 施 工 方 法 を 説 明 す る た め の 図  
（ そ の ２ ） で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 を 実 現 す る た め の 施 工 方 法 を 説 明 す る た め の  
図 （ そ の ３ ） で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に 係 る 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 を 実 現 す る た め の 施 工 方 法 を 説 明 す る た め の  
図 （ そ の ４ ） で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に 係 る 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 を 実 現 す る た め の 施 工 方 法 を 説 明 す る た め の  
図 （ そ の ５ ） で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に 係 る 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 に 関 連 す る 雨 押 え カ バ ー を 説 明 す る た め の 図  
（ そ の １ ） で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 に 係 る 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 に 関 連 す る 雨 押 え カ バ ー を 説 明 す る た め の 図  
（ そ の ２ ） で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 に 係 る 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 に 関 連 す る 雨 押 え カ バ ー を 説 明 す る た め の 図  
（ そ の ３ ） で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 に 係 る 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 に 関 連 す る 雨 押 え カ バ ー を 説 明 す る た め の 図  
（ そ の ４ ） で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 谷 カ バ ー 、 谷 カ バ ー を 用 い た 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 お よ
び 施 工 方 法 を 、 図 面 に 基 づ き 詳 し く 説 明 す る 。 最 初 に 谷 カ バ ー を 説 明 し て 、 次 に こ の 谷 カ  
バ ー を 用 い た 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 を 説 明 し て 、 さ ら に 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 を 実 現 す る た め  
の 施 工 方 法 を 説 明 し て 、 最 後 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 に 関 連 す  
る 雨 押 え カ バ ー を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
＜ 谷 カ バ ー ＞
　 本 発 明 に 係 る （ 改 修 用 ） 谷 カ バ ー １ ０ ０ は 、 薄 板 形 状 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ （ 化 粧 ス レ  
ー ト ） が 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た ２ 以 上 の 屋 根 面 が 異 な る 方 向 に 傾 斜 し て 連 接 さ れ  
、 連 接 さ れ た 屋 根 面 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ ど う し が 所 定 距 離 を 隔 て て 位 置 す る と と も に 連  
接 箇 所 に お い て 既 設 谷 板 １ ０ １ が 施 工 さ れ た 谷 部 １ Ｃ を 含 む 既 存 屋 根 を 、 棟 側 差 し 込 み 部  
と 被 覆 部 と 軒 側 折 り 返 し 部 と が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ で 改 修 す る 際 に  
用 い る 谷 カ バ ー で あ る 。 な お 、 本 発 明 の 改 修 構 造 お よ び 施 工 方 法 に は 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０  
０ を 含 む が 、 こ の 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ は 、 た と え ば 本 願 出 願 人 ら に よ り 出 願 さ れ た 特 開  
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２ ０ ２ １ － ０ １ ７ ７ ０ ９ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ２ １ － １ １ ９ ２ ７ ８ 号 公 報 に 開 示 さ れ た 改 修 用  
屋 根 材 を そ の 一 例 と し て 挙 げ る こ と が で き る 。 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ は こ れ ら の 公 報 （ 以  
下 に お い て 上 述 ２ 公 報 と 記 載 す る 場 合 が あ る ） に 記 載 さ れ た 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ で あ っ て  
、 棟 側 差 し 込 み 部 が 棟 側 差 し 込 み 部 １ ３ ０ で あ っ て 、 被 覆 部 が 化 粧 面 部 １ １ ０ で あ っ て 軒  
側 折 り 返 し 部 が 軒 側 折 り 返 し 部 １ ２ ０ で あ っ て 、 こ れ ら が 一 体 的 に 形 成 さ れ た も の で あ る  
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 、 こ の 谷 カ バ ー １ ０ ０ が 適 用 さ れ て 改 修 さ れ る 、 薄 板 形 状 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １  
を 敷 設 し た 平 板 ス レ ー ト 屋 根 の 一 例 を 示 す 。 こ の 屋 根 １ は 、 切 妻 構 造 の 屋 根 ど う し が 互 い  
の 棟 １ Ａ を 直 交 さ せ た 状 態 で 接 続 さ れ た 構 造 を 備 え る 。 屋 根 １ は 、 棟 １ Ａ 側 か ら 軒 １ Ｂ 側  
に 向 け て 地 上 か ら の 高 さ が 漸 次 低 く な る よ う に 傾 斜 し て お り 、 接 続 さ れ た 屋 根 ど う し は 、  
傾 斜 方 向 が 互 い に 異 な っ て い る 。 屋 根 ど う し の 境 界 部 分 に は 直 線 状 に 延 び る 谷 部 １ Ｃ が 形  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 屋 根 １ に は 、 複 数 枚 の 平 板 状 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ が 敷 設 さ れ て い る 。 各 既 設 屋 根 材 １  
０ ０ １ は 、 軒 １ Ｂ 側 か ら 棟 １ Ａ 側 に 向 け て 各 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ の 端 部 の 一 部 を 面 合 せ で  
重 ね た 状 態 で 順 次 敷 設 さ れ 、 そ の 結 果 、 棟 １ Ａ 側 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ は 、 そ の 軒 側 端 部  
が 軒 １ Ｂ 側 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ の 棟 側 端 部 の 上 に 重 ね ら れ て い る 。 屋 根 １ の 棟 １ Ａ お よ  
び 谷 部 １ Ｃ に は 周 知 の と お り 雨 仕 舞 が 施 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ に は 、 破 線 で 家 の 外 壁 ２  
が 示 さ れ て い る 。 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ は 、 た と え ば 、 屋 根 １ の 下 地 （ 図 ６ お よ び 図 ７ に 示  
す 下 地 材 で あ る 野 地 板 １ ０ ０ ２ 、 下 葺 材 １ ０ ０ ３ 等 ） の 上 に 施 工 さ れ た 屋 根 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 谷 カ バ ー １ ０ ０ を 用 い る と 、 図 １ に 示 す こ の よ う な 屋 根 １ の 谷 部 １  
Ｃ を 含 め て 、 施 工 さ れ た 既 設 谷 板 １ ０ １ も 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ も 取 り 去 る （ 取 り 外 す ） こ  
と な く 、 図 ２ に 示 す よ う に 既 設 谷 板 １ ０ １ を 谷 カ バ ー １ ０ ０ で 覆 う よ う に 施 工 し て 、 そ の  
谷 カ バ ー １ ０ ０ の 施 工 後 に 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ を 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ で 覆 う よ う に 施 工  
し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 施 工 が 完 了 し て 、 良 好 な 施 工 性 を 実 現 す る と と も に 、 コ ス ト 上 昇  
を 回 避 し て 、 谷 部 １ Ｃ を 含 む 既 存 屋 根 を 改 修 す る こ と が で き る 。 な お 、 谷 カ バ ー １ ０ ０ と  
改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ と を 用 い て 谷 部 １ Ｃ を 含 む 既 存 屋 根 を 改 修 し た 後 に お い て は 、 軒 棟  
方 向 は 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ の 被 覆 部 （ 上 述 ２ 公 報 に お け る 化 粧  
面 部 １ １ ０ ） の 谷 側 端 部 が 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ に 重 な る よ う に 施 工 さ れ  
た 状 態 に な る 。 ま た 、 図 ６ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ の 谷 側 端 部 を 下 方  
に 折 り 返 し た 折 り 返 し 部 １ ０ ０ ０ Ｃ を 備 え る よ う に 施 工 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 図 １ に 示 す 屋 根 １ に 限 定 さ れ て 適 用 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 本 実  
施 の 形 態 を 説 明 す る た め に 参 照 す る 図 １ ～ 図 １ ６ に お い て は 、 屋 根 の 施 工 構 造 に 関 係 す る  
全 て の 部 材 に つ い て 図 示 し て い る わ け で は な く 、 さ ら に 、 図 示 し て い る と し て も 本 発 明 と  
関 連 性 が 低 い も の は 参 照 符 号 を 付 し て い な い し 説 明 も し て い な い 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 を  
説 明 す る た め に 参 照 す る 図 １ ～ 図 １ ６ に お い て は 、 本 発 明 の 理 解 を よ り 容 易 に す る た め に  
、 模 式 的 に 記 載 し て い る 場 合 が あ っ た り 、 隠 れ 線 を 記 載 し て い な い 場 合 が あ っ た り 、 隠 れ  
線 で 記 載 す べ き 部 位 を 実 線 で 記 載 し た り 、 細 部 を 省 略 し て い る こ と に よ り 図 ど う し で 一 致  
し な い 場 合 が あ っ た り す る 。 ま た 、 異 な る 図 に お け る 同 じ 構 成 （ 構 造 ） に つ い て は 同 じ 参  
照 符 号 を 付 し て お り そ れ ら に つ い て の 説 明 は 繰 り 返 さ な い 。 こ こ で 、 棟 側 は 水 上 側 と 、 軒  
側 は 水 下 側 と 、 そ れ ぞ れ 同 義 で あ っ て 、 本 発 明 の 説 明 に お い て 区 別 し な い で 用 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 谷 カ バ ー １ ０ ０ は 、 棟 側 端 部 （ 図 ７  
に 示 す 長 さ Ｌ （ ７ Ａ ） に 対 応 す る 部 分 ） が 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 既 設 屋 根 材 １ ０  
０ １ 間 に 挿 入 可 能 な 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ と 、 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ の 対 向 端 縁  
１ １ ２ か ら 下 方 に 連 接 さ れ 、 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ の 谷 側 端 面 を 覆 う 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 １  
２ ０ と 、 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ の 下 端 縁 １ ２ ２ 間 に 亘 り 、 既 設 谷 板 １ ０ １ の 表 面 に 沿  
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う 谷 板 カ バ ー 片 １ ３ ０ と を 含 み 、 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ と 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ と 谷 板 カ バ ー  
片 １ ３ ０ と が 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 こ の 谷 カ バ ー １ ０ ０ に お い て は 、 谷 板 カ バ ー 片 １ ３ ０ が 、 既 設 谷 板 １ ０ １ の 表  
面 に 沿 う よ う に 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ の 高 さ Ｌ を 棟 側 （ 水 上 側 ） か ら 軒 側 （ 水 下 側 ） に 向 け  
て 漸 次 高 く し て い る 。 詳 し く は 、 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 水 上 側 に お け る 端 面 カ バ  
ー 片 １ ２ ０ の 高 さ Ｌ （ Ｕ ） に 対 し て 、 水 下 側 に お け る 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ の 高 さ Ｌ （ Ｄ ）  
が 大 き く （ Ｌ （ Ｕ ） ＜ Ｌ （ Ｄ ） ） 、 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ の 高 さ Ｌ を 水 上 側 （ 高 さ Ｌ （ Ｕ ）  
） か ら 水 下 側 （ 高 さ Ｌ （ Ｄ ） ） に 向 け て 漸 次 高 く （ 大 き く ） し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ の 高 さ Ｌ を 漸 次 大 き く す る こ と に よ り 、 図 ７ に 示 す 長 さ  
Ｌ （ ７ Ａ ） に 対 応 す る 部 分 で あ る 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 棟 側 端 部 を （ よ り 詳 し く は 長 さ Ｌ （ ７  
Ａ ） に 対 応 す る 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ の 棟 側 端 部 を ） 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ 間 に 挿 入 可 能 と す  
る と と も に 、 谷 カ バ ー １ ０ ０ を 図 ５ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 軒 棟 方 向 に （ 棟 側 が 上 側 に な る よ  
う に ） 階 段 状 に 重 ね て 、 谷 板 カ バ ー 片 １ ３ ０ が 既 設 谷 板 １ ０ １ の 表 面 に 沿 う よ う に 、 既 設  
谷 板 １ ０ １ を 谷 カ バ ー １ ０ ０ で 覆 っ て 施 工 す る こ と が で き る 。 よ り 詳 し く は 、 図 ７ （ Ａ ）  
に 示 す よ う に 、 １ 枚 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ に お け る 、 水 上 側 の 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ の 長 さ Ｌ （  
Ｕ ） は ２ 枚 の 既 設 屋 根 板 １ ０ ０ １ に 対 応 し て お り 、 水 下 側 の 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ の 長 さ Ｌ  
（ Ｄ ） は ３ 枚 の 既 設 屋 根 板 １ ０ ０ １ に 対 応 し て い る 。 そ し て 、 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ の 高 さ  
Ｌ を 水 上 側 （ 高 さ Ｌ （ Ｕ ） ） か ら 水 下 側 （ 高 さ Ｌ （ Ｄ ） ） に 向 け て 漸 次 高 く （ 大 き く ） し  
て い る 。 こ の よ う に 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ の 高 さ Ｌ を 設 定 し て い る た め に 、 図 ７ （ Ｂ ） お よ  
び 図 ７ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 谷 部 １ Ｃ の 下 地 材 （ 野 地 板 １ ０ ０ ２ 、 下 葺 材 １ ０ ０ ３ 等 ） に 当  
接 す る よ う に 設 け ら れ た 谷 板 １ ０ １ に 対 し て 、 図 ７ （ Ａ ） に 示 す よ う に 長 さ Ｌ （ ７ Ａ ） に  
対 応 す る 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ の 棟 側 端 部 を 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ 間 に 挿 入 し 、 か つ 、 谷 板 カ  
バ ー 片 １ ３ ０ が 既 設 谷 板 １ ０ １ の 表 面 に 沿 う よ う に （ 間 隙 を 開 け る こ と な く 当 接 す る よ う  
に ） 、 既 設 谷 板 １ ０ １ を 谷 カ バ ー １ ０ ０ で 覆 っ て 施 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
＜ 改 修 構 造 ＞
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る （ 谷 カ バ ー １ ０ ０ と 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ と を 用 い た ） 既 存 屋 根 の  
改 修 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 は 、 薄 板 形 状 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ （ 化 粧 ス レ ー ト ）  
が 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た ２ 以 上 の 屋 根 面 が 異 な る 方 向 に 傾 斜 し て 連 接 さ れ 、 連 接  
さ れ た 屋 根 面 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ ど う し が 所 定 距 離 を 隔 て て 位 置 す る と と も に 連 接 箇 所  
に お い て 既 設 谷 板 １ ０ １ が 施 工 さ れ た 谷 部 １ Ｃ を 含 む 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 で あ る 。
　 こ の 改 修 構 造 は 、 図 ２ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 棟 側 差 し 込 み 部 （ 上 述 ２ 公 報 に お け る 棟 側  
差 し 込 み 部 １ ３ ０ ） と 被 覆 部 （ 上 述 ２ 公 報 に お け る 化 粧 面 部 １ １ ０ ） と 軒 側 折 り 返 し 部 （  
上 述 ２ 公 報 に お け る 軒 側 折 り 返 し 部 １ ２ ０ ） と が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０  
０ と 、 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ と 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ と 谷 板 カ バ ー 片 １ ３ ０ と が  
一 体 的 に 形 成 さ れ た 谷 カ バ ー １ ０ ０ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 谷 カ バ ー １ ０ ０ に つ い て は 、 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ の そ れ ぞ れ の 棟 側 端 部 （ 図 ７ に  
示 す 長 さ Ｌ （ ７ Ａ ） に 対 応 す る 部 分 ） が 、 各 屋 根 面 の 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 既 設  
屋 根 材 １ ０ ０ １ 間 に 挿 入 さ れ る と と も に 、 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ の 残 り の 部 分 （ 棟 側  
端 部 よ り 軒 側 の 部 分 ） が 軒 側 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ の 谷 側 の 上 面 に 載 置 さ れ 、 一 対 の 上 面  
カ バ ー 片 １ １ ０ の 対 向 端 縁 １ １ ２ か ら 下 方 に 連 接 さ れ た 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ が 既 設  
屋 根 材 １ ０ ０ １ の 谷 側 端 面 を 覆 い 、 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ の 下 端 縁 １ ２ ２ 間 に 亘 る 谷  
板 カ バ ー 片 １ ３ ０ が 既 設 谷 板 １ ０ １ の 表 面 に 沿 う よ う に 、 谷 カ バ ー １ ０ ０ が 既 設 谷 板 １ ０
１ お よ び 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ に 対 し て 設 け ら れ て （ 施 工 さ れ て ） い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ に つ い て は 、 被 覆 部 （ 上 述 ２ 公 報 に お け る 化 粧 面 部 １ １ ０ ） の 谷 側  
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端 部 が 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ に 重 な る よ う に 、 棟 側 差 し 込 み 部 （ 上 述 ２ 公 報 に お け る 棟 側 差  
し 込 み 部 １ ３ ０ ） を 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ 間 に 差 し 込 ん で 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ が 設 け ら れ  
て （ 施 工 さ れ て ） い る 。 こ の と き 、 図 ６ （ Ｂ ） を 参 照 し て 上 述 し た よ う に 、 改 修 用 屋 根 材  
１ ０ ０ ０ の 谷 側 端 部 を 下 方 に 折 り 返 し た 折 り 返 し 部 １ ０ ０ ０ Ｃ を 備 え る よ う に 施 工 し て も  
構 わ な い 。
　 こ こ で 、 こ の 改 修 構 造 に 用 い ら れ る 谷 カ バ ー １ ０ ０ は 、 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た  
既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ 毎 に 設 け ら れ 、 谷 カ バ ー １ ０ ０ は 、 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ て い  
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 軒 先 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ は 、 既 設 谷 板 １ ０ １ の 軒 側 端 面 を 覆 う よ う に 軒 側 端 部 を 下  
方 に 折 り 曲 げ る よ う に 施 工 す る こ と も で き る 。 詳 し く は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 軒 先 に 施 工  
す る 谷 カ バ ー １ ０ ０ は 、 軒 側 端 部 を 既 設 谷 板 １ ０ １ に 沿 う よ う 加 工 し て 施 工 す る 。 さ ら に  
詳 し く は 、 図 ８ （ Ａ ） の 点 線 で 示 す 位 置 を 切 り 込 ん で 、 図 ８ （ Ａ ） に 一 点 鎖 線 で 示 す 位 置  
で 略 ９ ０ 度 下 方 に 折 り 曲 げ る 。 さ ら に 、 図 ８ （ Ｂ ） に 示 す 一 点 鎖 線 で 示 す 位 置 で 裏 面 側 に  
折 り 重 ね る よ う に し て も 構 わ な い 。 こ の よ う に 軒 側 端 部 を 折 り 曲 げ る こ と で 、 位 置 合 わ せ  
し 易 く な る 。 な お 、 折 り 曲 げ る こ と な く 山 型 に 切 断 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
＜ 施 工 方 法 ＞
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る （ 谷 カ バ ー １ ０ ０ と 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ と を 用 い た ） 既 存 屋 根 の  
改 修 構 造 を 実 現 す る た め の 施 工 方 法 （ 以 下 に お い て 単 に 施 工 方 法 と 記 載 す る 場 合 が あ る ）  
に つ い て 説 明 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 施 工 方 法 は 、 薄 板 形 状 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ （ 化 粧 ス レ ー ト ） が 軒 棟 方 向  
に 階 段 状 に 重 ね ら れ た ２ 以 上 の 屋 根 面 が 異 な る 方 向 に 傾 斜 し て 連 接 さ れ 、 連 接 さ れ た 屋 根  
面 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ ど う し が 所 定 距 離 を 隔 て て 位 置 す る と と も に 連 接 箇 所 に お い て 既  
設 谷 板 １ ０ １ が 施 工 さ れ た 谷 部 １ Ｃ を 含 む 既 存 屋 根 を 、 棟 側 差 し 込 み 部 （ 上 述 ２ 公 報 に お  
け る 棟 側 差 し 込 み 部 １ ３ ０ ） と 被 覆 部 （ 上 述 ２ 公 報 に お け る 化 粧 面 部 １ １ ０ ） と 軒 側 折 り  
返 し 部 （ 上 述 ２ 公 報 に お け る 軒 側 折 り 返 し 部 １ ２ ０ ） と が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 改 修 用 屋 根  
材 １ ０ ０ ０ 、 お よ び 、 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ と 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ と 谷 板 カ バ  
ー 片 １ ３ ０ と が 一 体 的 に 形 成 さ れ た 谷 カ バ ー １ ０ ０ を 用 い て 改 修 す る 施 工 方 法 で あ る 。
　 こ の 施 工 方 法 は 、 図 ２ ～ 図 １ ２ （ 特 に 図 ８ ～ 図 １ ２ ） に 示 す よ う に 、 大 き く は 以 下 の ２  
ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
・ 谷 部 改 修 ス テ ッ プ
　 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ 毎 に 、 谷 カ バ ー １ ０ ０ ど う し を 軒 棟  
方 向 に 階 段 状 に 重 ね て 設 け る 谷 カ バ ー 設 置 ス テ ッ プ を 、 軒 側 か ら 棟 側 へ 向 け て 繰 り 返 し て  
、 谷 部 １ Ｃ に お け る 軒 棟 方 向 の 全 長 に 亘 る 既 設 谷 板 １ ０ １ に 谷 カ バ ー １ ０ ０ を 被 せ る 。
・ 屋 根 面 改 修 ス テ ッ プ
　 谷 部 改 修 ス テ ッ プ の 後 、 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ 毎 に 、 改 修  
用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ ど う し を 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね て 、 谷 部 に 隣 接 す る 改 修 用 屋 根 材 １ ０  
０ ０ が 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ の 上 に 重 な る よ う に 設 け る 改 修 用 屋 根 材 設 置  
ス テ ッ プ を 、 棟 側 か ら 軒 側 へ 向 け て 繰 り 返 し て 、 屋 根 面 に お け る 軒 棟 方 向 の 全 長 に 亘 る 既  
設 屋 根 材 １ ０ ０ １ に 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 被 せ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 谷 部 改 修 ス テ ッ プ に 含 ま れ る 谷 カ バ ー 設 置 ス テ ッ プ は 、 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 １  
１ ０ の そ れ ぞ れ の 棟 側 端 部 （ 図 ７ に 示 す 長 さ Ｌ （ ７ Ａ ） に 対 応 す る 部 分 ） が 、 各 屋 根 面 の  
軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ 間 に 挿 入 さ れ る と と も に 、 一 対 の 上 面  
カ バ ー 片 １ １ ０ の 残 り の 部 分 （ 棟 側 端 部 よ り 軒 側 の 部 分 ） が 軒 側 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ の  
谷 側 の 上 面 に 載 置 さ れ 、 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ の 対 向 端 縁 １ １ ２ か ら 下 方 に 連 接 さ れ  
た 一 対 の 端 面 カ バ ー 片 １ ２ ０ が 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ の 谷 側 端 面 を 覆 い 、 一 対 の 端 面 カ バ ー  
片 １ ２ ０ の 下 端 縁 １ ２ ２ 間 に 亘 る 谷 板 カ バ ー 片 １ ３ ０ が 既 設 谷 板 １ ０ １ の 表 面 に 沿 う よ う  
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に 、 谷 カ バ ー １ ０ ０ を 既 設 谷 板 １ ０ １ お よ び 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ に 対 し て 施 工 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 屋 根 面 改 修 ス テ ッ プ に 含 ま れ る 改 修 用 屋 根 材 設 置 ス テ ッ プ は 、 被 覆 部 （ 上 述 ２ 公
報 に お け る 化 粧 面 部 １ １ ０ ） の 谷 側 端 部 が 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ に 重 な る よ う に 、 棟 側 差 し  
込 み 部 （ 上 述 ２ 公 報 に お け る 棟 側 差 し 込 み 部 １ ３ ０ ） を 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ 間 に 差 し 込 ん  
で 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 施 工 す る 。
　 こ こ で 、 谷 カ バ ー 設 置 ス テ ッ プ は 、 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 軒 側 端 部 の 一 部 を 切 断 し て 、 谷 カ  
バ ー １ ０ ０ を 施 工 す る こ と も 以 下 の 点 で 好 ま し い 。 図 ９ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 既 設 屋 根 材  
１ ０ ０ １ の 施 工 状 態 に よ っ て は 、 谷 部 １ Ｃ を 挟 ん で 対 向 す る 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ の 軒 側 端  
縁 の 位 置 が 上 下 に 位 置 ず れ し て い る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 図 ８ （ Ｂ ） に 示 す  
一 点 鎖 線 で 切 断 し た り 、 図 ８ （ Ｃ ） に 示 す ハ ッ チ ン グ 部 分 を 切 断 し た り す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 改 修 用 屋 根 材 設 置 ス テ ッ プ は 、 谷 カ バ ー １ ０ ０ に お け る 被 覆 部 （ 上 述 ２ 公 報 に お  
け る 化 粧 面 部 １ １ ０ ） の 谷 側 端 部 が 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ に 重 な る よ う に 、 最 も 谷 部 １ Ｃ 側  
の 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 斜 め に 切 断 し て 、 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 施 工 す る こ と も 以 下  
の 点 で 好 ま し い 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ は 、 製 造 時 に お い て は 上 面  
視 で 矩 形 状 を 備 え る が 、 こ の よ う な 矩 形 状 で は 、 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ の 被 覆 部 （ 上 述 ２  
公 報 に お け る 化 粧 面 部 １ １ ０ ） の 谷 側 端 部 が 谷 カ バ ー １ ０ ０ に お け る 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０  
に 重 な る よ う に 施 工 で き な い （ そ も そ も 矩 形 状 で は 最 も 谷 カ バ ー １ ０ ０ 側 の 改 修 用 屋 根 材  
１ ０ ０ ０ で 谷 部 １ Ｃ を 施 工 で き な い ） 。 こ の た め 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 改 修 用 屋 根 材 １  
０ ０ ０ を 斜 め に 切 断 し て 、 ハ ッ チ ン グ 部 分 を 除 い て 、 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 施 工 し て 、  
谷 カ バ ー １ ０ ０ に お け る 被 覆 部 （ 上 述 ２ 公 報 に お け る 化 粧 面 部 １ １ ０ ） の 谷 側 端 部 が 上 面  
カ バ ー 片 １ １ ０ に 重 な る よ う に 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 施 工 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 に お い て 、 谷 部 改 修 ス テ ッ プ と 屋 根 面 改 修 ス テ ッ プ と に 大 き く 分 け て 、 施 工 方 法 に  
つ い て 、 図 ２ ～ 図 １ ２ （ 特 に 図 ８ ～ 図 １ ２ ） を 参 照 し て 、 詳 し く 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に  
説 明 す る 施 工 方 法 は 細 部 に 及 ん で 説 明 す る 場 合 が あ る が 、 本 発 明 が 以 下 に 説 明 す る 施 工 方  
法 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
・ 谷 部 改 修 ス テ ッ プ
　 上 述 し た よ う に 、 谷 カ バ ー １ ０ ０ は 、 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね ら れ た 既 設 屋 根 材 １ ０ ０  
１ 毎 に 、 谷 カ バ ー １ ０ ０ ど う し を 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね て 設 け る 谷 カ バ ー 設 置 ス テ ッ プ  
を 、 軒 側 か ら 棟 側 へ 向 け て 繰 り 返 し て 施 工 す る 。
　 （ １ ） １ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 軒 側 端 縁 を 、 図 ８ （ Ａ ） お よ び 図 ８ （ Ｂ ） に 示 す よ う  
に 、 既 設 谷 板 １ ０ １ の 軒 先 端 部 の 軒 先 形 状 に 合 わ せ て 切 り 込 み を 入 れ て 略 ９ ０ 度 下 方 に 折  
り 曲 げ て 折 り 曲 げ 部 を 形 成 す る 。
　 （ ２ ） 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 約 １ 枚 分 の 曝 露 長 さ に 対 応 す る よ う に 、 図 ８ （ Ｃ ） に 示 す よ う  
に 、 既 設 谷 板 １ ０ １ に 接 着 剤 Ｓ を 軒 棟 方 向 に 平 行 に ３ 列 塗 布 す る 。
　 （ ３ ） １ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ に お け る 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ の そ れ ぞ れ の 棟 側 端  
部 （ 図 ７ に 示 す 長 さ Ｌ （ ７ Ａ ） に 対 応 す る 部 分 ） が 、 各 屋 根 面 の 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね  
ら れ た 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ 間 （ １ 段 目 と ２ 段 目 の 間 ） に 挿 入 さ れ る と と も に 、 一 対 の 上 面  
カ バ ー 片 １ １ ０ の 残 り の 部 分 （ 棟 側 端 部 よ り 軒 側 の 部 分 ） が 軒 側 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ （  
１ 段 目 ） の 谷 側 の 上 面 に 載 置 さ れ 、 既 設 谷 板 １ ０ １ の 軒 先 端 縁 を １ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０  
の 軒 側 端 部 （ 折 り 曲 げ 部 ） で 覆 う 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ ４ ） １ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ を 上 か ら 押 さ え て し っ か り と 接 着 す る 。
　 （ ５ ） 軒 側 か ら 棟 側 へ 、 ２ 段 目 以 降 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ を 順 次 施 工 す る 。 こ こ で 、 基 本 的  
に は 谷 カ バ ー １ ０ ０ を 切 断 す る 必 要 は な い が 、 谷 部 １ Ｃ を 挟 ん で 位 置 す る 左 右 の 既 設 屋 根  
材 １ ０ ０ １ の 軒 側 端 縁 の 流 れ 方 向 （ 軒 棟 方 向 ） の 高 さ 位 置 が 異 な る 場 合 は 、 図 ９ を 参 照 し  
て 説 明 し た よ う に 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 軒 側 端 部 を 切 断 す る 場 合 が あ る 。
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　 （ ６ ） ２ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 約 １ 枚 分 の 曝 露 長 さ に 対 応 す る よ う に 、 図 １ ０ に 示 す  
よ う に 、 既 設 谷 板 １ ０ １ に 接 着 剤 Ｓ を 軒 棟 方 向 に 平 行 に ３ 列 塗 布 す る 。 さ ら に 、 １ 段 軒 側  
の １ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 棟 側 上 面 に 略 水 平 方 向 に 接 着 剤 Ｓ を １ 列 塗 布 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ ７ ） ２ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ に お け る 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ の そ れ ぞ れ の 棟 側 端  
部 （ 図 ７ に 示 す 長 さ Ｌ （ ７ Ａ ） に 対 応 す る 部 分 ） が 、 各 屋 根 面 の 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重 ね  
ら れ た 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ 間 （ ２ 段 目 と ３ 段 目 の 間 ） に 挿 入 さ れ る と と も に 、 一 対 の 上 面  
カ バ ー 片 １ １ ０ の 残 り の 部 分 （ 棟 側 端 部 よ り 軒 側 の 部 分 ） が 軒 側 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ （
２ 段 目 ） の 谷 側 の 上 面 に 載 置 さ れ 、 ２ 段 目 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ の 軒 側 端 縁 と ２ 段 目 の 谷  
カ バ ー １ ０ ０ の 軒 側 端 縁 を 略 一 致 さ せ る 。 ま た 、 １ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 棟 側 上 面 （ 接  
着 剤 Ｓ が １ 列 塗 布 さ れ て い る 部 分 ） に 、 ２ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 軒 側 を 重 ね る 。 こ こ で  
、 一 例 で は あ る が 、 重 ね 代 は ５ ０ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 （ ８ ） ２ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ を 上 か ら 押 さ え て し っ か り と 接 着 す る 。
　 （ ９ ） ３ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 約 １ 枚 分 の 曝 露 長 さ に 対 応 す る よ う に 、 図 １ ０ に 示 し  
た よ う に 、 既 設 谷 板 １ ０ １ に 接 着 剤 Ｓ を 軒 棟 方 向 に 平 行 に ３ 列 塗 布 す る 。 さ ら に 、 １ 段 軒  
側 の ２ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 棟 側 上 面 に 略 水 平 方 向 に 接 着 剤 Ｓ を １ 列 塗 布 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ １ ０ ） ３ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ に お け る 一 対 の 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ の そ れ ぞ れ の 棟 側  
端 部 （ 図 ７ に 示 す 長 さ Ｌ （ ７ Ａ ） に 対 応 す る 部 分 ） が 、 各 屋 根 面 の 軒 棟 方 向 に 階 段 状 に 重  
ね ら れ た 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ 間 （ ３ 段 目 と ４ 段 目 の 間 ） に 挿 入 さ れ る と と も に 、 一 対 の 上  
面 カ バ ー 片 １ １ ０ の 残 り の 部 分 （ 棟 側 端 部 よ り 軒 側 の 部 分 ） が 軒 側 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １  
（ ３ 段 目 ） の 谷 側 の 上 面 に 載 置 さ れ 、 ３ 段 目 の 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ の 軒 側 端 縁 と ３ 段 目 の  
谷 カ バ ー １ ０ ０ の 軒 側 端 縁 を 略 一 致 さ せ る 。 ま た 、 ２ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 棟 側 上 面 （  
接 着 剤 Ｓ が １ 列 塗 布 さ れ て い る 部 分 ） に 、 ３ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ の 軒 側 を 重 ね る 。 こ こ  
で も 、 一 例 で は あ る が 、 重 ね 代 は ５ ０ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ １ １ ） ３ 段 目 の 谷 カ バ ー １ ０ ０ を 上 か ら 押 さ え て し っ か り と 接 着 す る 。
　 （ １ ２ ） ４ 段 目 か ら 最 上 段 の Ｎ 段 目 ま で 、 谷 カ バ ー １ ０ ０ を 同 様 に し て 施 工 す る 。
　 （ １ ３ ） 谷 カ バ ー １ ０ ０ を 軒 側 か ら 棟 側 へ 施 工 す る こ と を 繰 り 返 す と 、 図 １ １ に 示 す よ  
う に 、 谷 部 １ Ｃ に お け る 軒 棟 方 向 の 全 長 に 亘 る 既 設 谷 板 １ ０ １ に 谷 カ バ ー １ ０ ０ を 被 せ て  
谷 部 改 修 ス テ ッ プ の 施 工 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
・ 屋 根 面 改 修 ス テ ッ プ
　 谷 部 改 修 ス テ ッ プ の 後 （ 谷 部 １ Ｃ に お け る 軒 棟 方 向 の 全 長 に 亘 る 既 設 谷 板 １ ０ １ に 谷 カ  
バ ー １ ０ ０ を 被 せ て 谷 部 改 修 ス テ ッ プ の 施 工 が 完 了 し た 後 ） 、 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ の 被  
覆 部 （ 上 述 ２ 公 報 に お け る 化 粧 面 部 １ １ ０ ） の 谷 側 端 部 が 上 面 カ バ ー 片 １ １ ０ に 重 な る よ  
う に 、 棟 側 差 し 込 み 部 （ 上 述 ２ 公 報 に お け る 棟 側 差 し 込 み 部 １ ３ ０ ） を 既 設 屋 根 材 １ ０ ０  
１ 間 に 差 し 込 ん で 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 施 工 す る 。 図 １ １ に 示 す こ の 施 工 方 法 は 、 上 述  
２ 公 報 に 開 示 の 施 工 方 法 と 同 じ で あ る 。 上 述 ２ 公 報 に 開 示 さ れ て い な い 施 工 方 法 と し て 、  
最 も 谷 部 １ Ｃ 側 の 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 図 １ １ に 示 す よ う に 斜 め に 切 断 し て 、 谷 カ バ ー  
１ ０ ０ に お け る 被 覆 部 （ 上 述 ２ 公 報 に お け る 化 粧 面 部 １ １ ０ ） の 谷 側 端 部 が 上 面 カ バ ー 片  
１ １ ０ に 重 な る よ う に 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 施 工 す る 。 ま た 、 最 も 谷 側 の 接 着 剤 Ｓ （ Ｓ  
１ ） は 、 谷 カ バ ー １ ０ ０ と 並 行 か つ 近 傍 に 塗 布 す る 。 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 棟 側 か ら 軒  
側 へ 順 次 施 工 す る こ と を 繰 り 返 す と 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 谷 部 １ Ｃ を 挟 ん で 一 方 の 屋 根  
面 に 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ が 施 工 さ れ た 状 態 に な り 、 同 様 に し て 、 他 方 の 屋 根 面 に 改 修 用  
屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 棟 側 か ら 軒 側 に 順 次 施 工 す る こ と を 繰 り 返 す と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 谷  
部 １ Ｃ を 挟 ん で 両 方 の 屋 根 面 に 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ が 施 工 さ れ た 状 態 に な り 、 本 発 明 に  
係 る （ 谷 カ バ ー １ ０ ０ と 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ と を 用 い た ） 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 を 実 現 す  
る た め の 施 工 方 法 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 以 上 の よ う に し て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 谷 カ バ ー 、 谷 カ バ ー を 用 い た 既 存 屋 根 の 改 修 構  
造 お よ び 施 工 方 法 に よ る と 、 施 工 さ れ た 既 存 谷 板 も 既 設 屋 根 材 も 取 り 去 る （ 取 り 外 す ） こ  
と な く 、 谷 部 を 含 め た 屋 根 を 、 良 好 な 施 工 性 を 実 現 す る と と も に 、 コ ス ト 上 昇 を 回 避 し て  
、 改 修 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
＜ 雨 止 め カ バ ー ＞
　 上 述 の よ う に 既 存 屋 根 を 改 修 す る 際 、 谷 部 以 外 に も 壁 と 屋 根 と の 取 り 合 い 部 に つ い て も  
改 修 が 必 要 に な る 場 合 が あ る 。 以 下 に お い て 、 図 １ ３ ～ 図 １ ６ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施  
の 形 態 に 係 る 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 に 関 連 す る 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ お よ び そ の 施 工 方 法 に つ  
い て 詳 し く 説 明 す る 。 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ は 、 図 １ ３ に 示 す 流 れ 方 向 の 雨 押 え カ バ ー ２ ０  
０ と 、 図 １ ４ に 示 す 桁 方 向 の 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ と に 大 別 さ れ 、 施 工 方 法 は 、 雨 押 え カ バ  
ー ２ ０ ０ の 施 工 と 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ の 施 工 と に 大 別 さ れ る 。 そ し て 、 施 工 方 法 に は 、  
図 １ ５ に 示 す よ う に 、 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 施 工 す る 前 に 全 て の 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ の  
施 工 を 完 了 さ せ て そ の 後 に 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 施 工 す る 方 法 と 、 図 １ ６ に 示 す よ う に  
、 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ を 施 工 す る 前 に 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 途 中 ま で 施 工 し て 、 そ の 途  
中 の 状 態 で 全 て の 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ の 施 工 を 完 了 さ せ て 、 そ の 後 に 残 り の 改 修 用 屋 根 材  
１ ０ ０ ０ を 施 工 す る 方 法 と が あ る 。
　 な お 、 こ の 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ の 先 端 は 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ の 表 面 に 当 接 さ せ る た め  
に 、 既 存 の 雨 押 え カ バ ー の 押 え 片 よ り も １ ０ ｍ ｍ 以 上 長 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
＜ 雨 押 え カ バ ー の 施 工 方 法 ＞
　 以 下 に お い て 、 ま ず 、 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ の 施 工 方 法 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
　 （ １ ） 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ の 壁 側 裏 面 に 長 手 方 向 の 略 全 長 に わ た っ て 接 着 剤 を １ 列 塗 布  
す る 。
　 （ ２ ） 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ の 壁 側 端 部 を 既 設 の 外 壁 材 と 既 設 の 雨 押 え ２ ０ １ の 隙 間 に 差  
し 込 み 、 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ を 上 か ら 押 さ え て し っ か り と 接 着 す る 。
　 （ ３ ） 図 １ ３ に 示 す 流 れ 方 向 の 場 合 に は 、 軒 側 の 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ の 棟 側 端 部 に 、 棟  
側 の 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ の 軒 側 端 部 が 重 な る よ う に 施 工 す る 。 こ こ で 、 一 例 で は あ る が 、  
重 ね 代 は ５ ０ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 （ ４ ） 図 １ ４ に 示 す 桁 方 向 の 場 合 に は 、 左 右 に 位 置 す る 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ の 端 部 ど う  
し が 重 な る よ う に 施 工 す る 。 こ こ で も 、 一 例 で は あ る が 、 重 ね 代 は ５ ０ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ  
と が 好 ま し い 。
　 （ ５ ） 既 設 の 軒 側 小 口 の 笠 木 に 釘 （ ま た は ビ ス ） で 、 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ を 固 定 す る 。
　 （ ６ ） 同 様 に し て 、 順 次 施 工 す る 。
　 次 に 、 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ の 施 工 方 法 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。 な お 、 こ の 改 修 用 屋  
根 材 １ ０ ０ ０ の 施 工 方 法 は 、 上 述 ２ 公 報 に 開 示 の 施 工 方 法 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ Ａ ） 流 れ 方 向 の 場 合
　 第 １ の パ タ ー ン （ 図 １ ５ ）
　 ・ 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ を 全 て 施 工 し た 後 、 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 棟 側 か ら 軒 側 に 向 け  
て 施 工 す る 。
　 ・ 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ の 壁 側 端 部 は 、 既 設 の 雨 押 え ２ ０ １ と 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ の 間  
に 差 し 込 ま れ る 。
　 第 ２ の パ タ ー ン （ 図 １ ６ ）
　 ・ 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 棟 側 か ら 複 数 段 施 工 す る 。 こ こ で 複 数 段 と は 、 雨 押 え カ バ ー  
２ ０ ０ を 施 工 す る 際 に 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 踏 ま な い 程 度 の 段 数 で あ る 。 改 修 用 屋 根 材  
１ ０ ０ ０ を 棟 側 か ら 複 数 段 施 工 し た 後 （ 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ の 施 工 途 中 ） に 、 全 て の 雨  
押 え カ バ ー ２ ０ ０ を 施 工 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ・ 残 り の 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 棟 側 か ら 軒 側 に 向 け て 施 工 す る 。
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　 ・ 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ を 継 ぐ 場 合 は 、 棟 側 の 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ の 軒 側 端 縁 の 下 に 軒 側  
の 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ の 棟 側 端 縁 を 差 し 込 ん で 施 工 す る 。
　 ・ 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ の 壁 側 端 部 は 、 既 設 雨 押 え ２ ０ １ と 既 設 屋 根 材 １ ０ ０ １ と の 間  
に 差 し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ Ｂ ） 桁 方 向 の 場 合
　 ・ 壁 際 の 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 全 て 施 工 し た 後 、 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ を 施 工 す る 。
　 ・ 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ の 壁 側 （ 棟 側 ） 端 部 は 、 既 設 雨 押 え ２ ０ １ と 既 設 屋 根 材 １ ０ ０  
１ と の 間 に 差 し 込 ま れ る 。
　 ・ 桁 方 向 の 雨 押 え カ バ ー ２ ０ ０ を 全 て 施 工 し た 後 、 残 り の 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ を 棟 側  
か ら 軒 側 へ 向 け て 施 工 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 既 存 屋 根 の 改 修 構 造 に 関 連 す る 雨 押 え カ バ ー ２  
０ ０ お よ び そ の 施 工 方 法 に よ る と 、 既 設 雨 押 え ２ ０ １ を 含 む 既 存 屋 根 を 雨 押 え カ バ ー ２ ０  
０ （ お よ ぼ 改 修 用 屋 根 材 １ ０ ０ ０ ） を 用 い て 好 適 に 改 修 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 制 限 的 な も の で は な い と  
考 え ら れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 上 記 し た 説 明 で は な く て 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て  
示 さ れ 、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意
図 さ れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 は 、 既 存 屋 根 の 部 材 （ 谷 板 、 既 設 屋 根 材 ） を 取 り 外 す こ と な く 既 存 屋 根 を 改 修 す  
る こ と の で き る 改 修 構 造 に 好 ま し く 、 施 工 さ れ た 既 存 谷 板 も 既 設 屋 根 材 も 取 り 去 る （ 取 り  
外 す ） こ と な く 、 谷 部 を 含 め た 屋 根 を 、 良 好 な 施 工 性 を 実 現 す る と と も に 、 コ ス ト 上 昇 を  
回 避 し て 、 改 修 す る こ と が で き る 点 で 特 に 好 ま し い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 　 １ ０ ０   （ 改 修 用 ） 谷 カ バ ー
　 　 １ ０ １   既 設 谷 板
　 １ ０ ０ ０   改 修 用 屋 根 材
　 １ ０ ０ １   既 設 屋 根 材 （ 化 粧 ス レ ー ト ）
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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